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新
社
長
と
し
て
初
め
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
社
長
就
任
の

所
感
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

16
中
計
を
や
り
遂
げ
、
企
業
価
値
の
向
上
に
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
付
で
代
表
取
締
役
社
長
と
い
う
大
役
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
西
田

計
治
で
す
。
新
中
期
経
営
計
画
「
16
中
計
」
ス
タ
ー
ト

と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
就
任
と
な
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
私
は
入
社
以
来
、
経
理
・

財
務
畑
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
連
結
決
算
を
担
当

し
た
会
計
課
長
か
ら
通
算
し
て
20
年
近
く
株
主
の

売上高 （億円） 営業利益 （億円）

経常損益 （億円）

2,310
55

60 25

第91期
（2015年度）

4,732

2,262

第90期
（2014年度）

第91期
（2015年度）

318

145

第90期
（2014年度）

第91期
（2015年度）

210
148

第90期
（2014年度）

第91期
（2015年度）

172108

第90期
（2014年度）

親会社株主に帰属する当期純損益 （億円）

上半期
通期

上半期
通期

上半期
通期

上半期
通期

4,505

△209

111

△112
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新
3
カ
年
の
中
期
経
営
計
画（
16
中
計
）を
確
実
に
実
行
し

新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す

代表取締役社長 西
に し だ

田 計
け い じ

治
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10年後のありたい姿16中計 経営目標
2018年度

目標
350億円経常利益

37%

2015年度
実績

△112億円
35%自己資本比率

機能材料、金属、自動車機器の3事業を核に、
成長商品・事業を継続的に創出し、

価値を拡大し続けている会社

【機能材料】
●「市場共創型」の事業体へ変革する

【金属】
●リサイクル製錬と成長事業の創出で
　持続的に拡大する

【自動車機器】
●アクトブランドの確立
　- Automotive News Top100入り

16中計 経営数値（参考）
2018年度計画

5,000億円売上高

300億円

2015年度実績

4,505億円

111億円営業利益

240億円△209億円親会社株主に帰属する当期純利益

13.2%△11.4%ROE

0.91.0D/E レシオ（Net）

Q2

Q3

2

皆
様
を
は
じ
め
投
資
家
や
ア
ナ
リ
ス
ト
の
皆
様
の
ご
意

見
に
触
れ
て
き
た
経
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
経
営

判
断
に
役
立
て
、
ま
ず
は
、
長
期
的
な
成
長
の
礎
を
築
く

重
要
な
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
「
16
中
計
」
を
し
っ
か
り
と
や
り

遂
げ
、
企
業
価
値
の
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
私
の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
91
期（
2
0
1
5
年
度
）の
概
況
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

金
属
価
格
低
迷
な
ら
び
に
カ
セ
ロ
ネ
ス
銅
鉱
山
の

減
損
損
失
等
に
よ
り
減
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
井
金
属
グ
ル
ー
プ
の
2
0
1
5
年
度
の
売
上
高
は

前
期
比
4
･
8
％
減
少
の
4,
5
0
5
億
円
、
営
業
利
益
は

前
期
比
65
･
0
％
減
少
の
1
1
1
億
円
と
な
り
、
経
常

損
益
は
前
期
比
3
2
3
億
円
悪
化
の
1
1
2
億
円
の
損
失

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
減
益
要
因
は
大
き
く
二
つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
つ
目
は
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
や
亜
鉛
な
ど
の
非
鉄
金
属
相
場

の
下
落
に
伴
う
在
庫
評
価
に
関
す
る
損
失
が
発
生
し
た

こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
カ
ッ

パ
ー
株
式
会
社
（
当
社
32
・
20
％
出
資
）
が
開
発
を
す

す
め
て
い
る
チ
リ
の
カ
セ
ロ
ネ
ス
銅
鉱
山
に
お
い
て
、

銅
価
格
の
低
迷
を
受
け
た
中
長
期
の
銅
価
格
の
見
直
し
を

主
と
し
た
減
損
損
失
の
計
上
や
フ
ル
操
業
体
制
の
遅
れ
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
益
で
す
。

第
91
期
（
2
0
1
5
年
度
）
で
終
了
し
た

3
ヵ
年
の
中
期
経
営
計
画
（
13
中
計
）
の

評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

残
念
な
が
ら
経
営
目
標
は
未
達
と
な
り
ま
し
た
が
、

各
事
業
部
門
の
自
立
自
走
体
制
の
定
着
、
持
続
的

成
長
に
向
け
た
各
戦
略
は
着
実
に
実
行
し
ま
し
た
。

13
中
計
は
、
当
初
、
最
終
年
度
で
あ
る
2
0
1
5
年
度
の

経
常
利
益
4
5
0
億
円
を
目
標
に
掲
げ
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
き
な
事
業
環
境
の
変
化
等
を
受
け
、

2
0
1
4
年
半
ば
に
3
6
0
億
円
へ
と
見
直
し
ま
し
た
が
、

先
ほ
ど
申
し
あ
げ
ま
し
た
と
お
り
、
最
終
年
度
で
あ
る

2
0
1
5
年
度
で
大
き
く
落
ち
込
み
、
目
標
に
し
て
い
た

3
6
0
億
円
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
在
庫
評
価
損
や

減
損
損
失
な
ど
の
一
過
性
要
因
の
影
響
を
除
い
て
も

未
達
と
な
り
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
大
変
重
く
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

主
な
目
標
未
達
要
因
に
つ
い
て
は
、
銅
価
格
の
下
落
や

カ
セ
ロ
ネ
ス
銅
鉱
山
の
フ
ル
操
業
体
制
の
遅
れ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
カ
セ
ロ
ネ
ス
銅
鉱
山
か
ら
の
収
益
貢
献
を
期
待

し
て
い
ま
し
た
が
、
厳
し
い
自
然
環
境
下
で
の
工
期
の

遅
れ
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
、
急
激
に
銅
価
格
が
下
落

し
た
こ
と
に
よ
り
、
3
度
の
減
損
損
失
を
計
上
せ
ざ

る
を
得
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
足
も
と
、
カ
セ
ロ
ネ
ス

銅
鉱
山
の
早
期
の
安
定
フ
ル
操
業
体
制
を
確
立
さ
せ
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
16
中
計
以
降
の

収
益
貢
献
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

16中計の位置づけ

13中計
（2013年度～2015年度）

「13中計の収穫」

「既存事業の基盤強化」
10年後のありたい姿

「将来への布石作り」

16中計
（2016年度～2018年度）

19中計
（2019年度～2021年度）

22中計
（2022年度～2024年度）

メリハリある「攻め」と「守り」で
持続的成長へ

Sustainable Growth

新たな成長ステージに向けた
経営基盤の強化

13中計、16中計の
収穫と22中計への布石

創業150年の時を越え、
未来を拓き続ける

新
た
な
価
値
を

継
続
的
に
創
り
出
す
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10年後のありたい姿16中計 経営目標
2018年度

目標
350億円経常利益

37%

2015年度
実績

△112億円
35%自己資本比率

機能材料、金属、自動車機器の3事業を核に、
成長商品・事業を継続的に創出し、

価値を拡大し続けている会社

【機能材料】
●「市場共創型」の事業体へ変革する

【金属】
●リサイクル製錬と成長事業の創出で
　持続的に拡大する

【自動車機器】
●アクトブランドの確立
　- Automotive News Top100入り

16中計 経営数値（参考）
2018年度計画

5,000億円売上高

300億円

2015年度実績

4,505億円

111億円営業利益

240億円△209億円親会社株主に帰属する当期純利益

13.2%△11.4%ROE

0.91.0D/E レシオ（Net）

Q4

3

カ
ッ
パ
ー
株
式
会
社
を
通
じ
て
、
操
業
状
況
を
的
確
に

把
握
し
、
早
期
の
フ
ル
操
業
体
制
の
確
立
に
向
け
て
、

監
視
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
「
攻
め
」
と
「
守
り
」
の

基
本
方
針
の
下
、
各
事
業
部
門
に
お
け
る
自
立
自
走
体
制
の

定
着
、
16
中
計
以
降
の
収
益
貢
献
に
繋
が
る
種
蒔
き
は

着
実
に
実
行
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
注
力
す
る
事
業
と
し
て
「
資
源
」「
触
媒
」「
電
池

材
料
」「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
定
め
た
４
事
業
の
う
ち
、

「
触
媒
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
、
16
中
計
か
ら
収
益

貢
献
が
見
込
め
る
ま
で
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
触
媒
」
は
、
従
来
の
二
輪
車
向
け
排
ガ
ス
浄
化
触
媒
に

加
え
、
四
輪
車
向
け
市
場
へ
の
本
格
参
入
を
進
め
ま

し
た
。
新
設
し
た
ア
メ
リ
カ
拠
点
で
の
量
産
・
販
売
は

計
画
通
り
に
進
み
、
16
中
計
以
降
の
収
益
貢
献
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
は
、
酸
化
鉱
原
料
等
の
様
々
な

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の
比
率
を
高
め
る「
リ
サ
イ
ク
ル
製
錬
」

へ
の
シ
フ
ト
と
い
う
構
造
転
換
を
進
め
ま
し
た
。
今
後
は
、

三
井
金
属
グ
ル
ー
プ
の
製
錬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
多
種

多
様
な
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の
処
理
量
、
有
価
金
属
の

回
収
量
の
増
加
を
実
現
し
、
16
中
計
以
降
の
収
益
拡
大
に

繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の
集
荷
は

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
内
の
み
な
ら
ず

海
外
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の
集
荷
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
の
収
益
貢
献
に
向
け
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。

「
電
池
材
料
」
で
は
、
電
気
自
動
車
向
け
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
の
正
極
材
料
で
あ
る
マ
ン
ガ
ン
酸
リ
チ

ウ
ム
（
L
M
O
）
は
、
13
中
計
で
の
収
益
貢
献
を
期
待

し
て
い
ま
し
た
が
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
に
使
用

さ
れ
る
主
要
原
料
の
転
換
等
が
あ
り
、
当
初
の
計
画
よ
り

需
要
減
少
が
早
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。現
在
は
次
世
代
、

さ
ら
に
次
々
世
代
の
材
料
開
発
に
注
力
し
て
お
り
、
電
気

自
動
車
市
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
3
カ
年
の
中
期
経
営
計
画
（
16
中
計
）
の

概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
13
中
計
の
収
穫
」「
既
存
事
業
の
基
盤
強
化
」「
将
来

へ
の
布
石
作
り
」
を
通
じ
て
、
新
た
な
成
長
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
た
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
16
中
計
で
は
、
10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
を
見
据
え

「
機
能
材
料
、
金
属
、
自
動
車
機
器
の
３
事
業
を
核
に
、

成
長
商
品
・
事
業
を
継
続
的
に
創
出
可
能
な
体
制
を
構
築

す
る
」
を
基
本
方
針
に
定
め
ま
し
た
。

　
16
中
計
以
降
の
新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た

経
営
基
盤
強
化
を
目
指
し
、
各
セ
グ
メ
ン
ト
に
お
い
て

13
中
計
で
実
行
し
て
き
た
取
り
組
み
の
成
果
を
収
穫
し
、

確
実
に
収
益
貢
献
さ
せ
る
こ
と
、
既
存
事
業
の
強
み
と

収
益
を
し
っ
か
り
と
維
持
・
拡
大
す
る
こ
と
、

2
0
1
9
年
度
以
降
の
成
長
商
品
・
事
業
の
具
現
化
に

向
け
布
石
を
打
つ
こ
と
、
こ
の
３
テ
ー
マ
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

　
機
能
材
料
事
業
に
お
い
て
は
、
排
ガ
ス
浄
化
触
媒
に

16中計の位置づけ

13中計
（2013年度～2015年度）

「13中計の収穫」

「既存事業の基盤強化」
10年後のありたい姿

「将来への布石作り」

16中計
（2016年度～2018年度）

19中計
（2019年度～2021年度）

22中計
（2022年度～2024年度）

メリハリある「攻め」と「守り」で
持続的成長へ

Sustainable Growth

新たな成長ステージに向けた
経営基盤の強化

13中計、16中計の
収穫と22中計への布石

創業150年の時を越え、
未来を拓き続ける

新
た
な
価
値
を

継
続
的
に
創
り
出
す
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Q5

4

お
け
る
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
既
拠

点
で
の
四
輪
車
向
け
増
産
投
資
の
収
益
貢
献
、
銅
箔
に
お
け

る
主
力
の
キ
ャ
リ
ア
付
き
極
薄
銅
箔
（M

icroT
hin™

/

マ
イ
ク
ロ
シ
ン
）
の
用
途
展
開
を
中
心
と
し
た
更
な
る

拡
販
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
企
画
部
門
の

強
化
と
研
究
体
制
の
一
元
化
に
よ
り
、
お
客
様
と
対
話

し
な
が
ら
共
に
創
り
上
げ
る
「
市
場
共
創
型
」
の
事
業

体
へ
変
革
し
な
が
ら
、
成
長
商
品
・
事
業
の
創
出
に
注
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
金
属
事
業
に
お
い
て
は
、
非
鉄
金
属
リ
サ
イ
ク
ル

原
料
の
集
荷
量
・
処
理
量
の
増
加
等
に
よ
り
、
三
井
金
属

グ
ル
ー
プ
の
強
み
で
あ
る
製
錬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を

深
化
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
不
純
物
処
理
能
力
を

拡
大
さ
せ
る
回
収
プ
ロ
セ
ス
技
術
の
開
発
も
進
め
、

有
価
金
属
回
収
量
を
増
加
さ
せ
、
収
益
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
5
年
６
月
よ
り
神
岡
鉱
業

株
式
会
社
（
当
社
1
0
0
％
子
会
社
）
の
水
力
発
電
所
の

大
規
模
設
備
更
新
工
事
（
投
資
総
額
約
2
2
0
億
円
）
を

進
め
て
お
り
、
2
0
1
9
年
度
以
降
の
収
益
貢
献
に
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
動
車
機
器
事
業
を
展
開
す
る
三
井
金
属
ア
ク
ト

株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
13
中
計
で
設
立
し
た
メ
キ
シ
コ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
規
海
外
拠
点
の
戦
力
化
と
2
0
1
9

年
度
以
降
の
布
石
と
し
て
、
北
米
市
場
、
中
国
市
場
で
の

拡
販
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
原
価
低
減

に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
事
業
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
各
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
で
の
重
点
施
策
を
実
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
16
中
計
最
終
年
度
で
あ
る
2
0
1
8
年
度
に
お

い
て
経
常
利
益
3
5
0
億
円
、
自
己
資
本
比
率
37
%
を
経

営
目
標
に
定
め
、
R
O
E
13
・
2
％
を
目
指
し
ま
す
。

16
中
計
初
年
度
と
な
る
2
0
1
6
年
度
は
、
売
上
高

4,
3
3
0
億
円
、
営
業
利
益
2
1
0
億
円
、
経
常
利
益

1
4
0
億
円
、
親
会
社
株
主
に
帰
属
す
る
当
期
純
利
益

40
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

株
主
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
成
長
す
る
市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
新
た
な
成
長
商
品
・
事
業
創
出
へ
の
挑
戦
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

「
マ
テ
リ
ア
ル
の
知
恵
を
活
か
す
」
と
い
う
当
社
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
創
業
以
来
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
と
経
験
で
、

今
後
も
三
井
金
属
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
成
長
市
場
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
継
続
的
に

新
た
な
成
長
商
品
・
事
業
の
創
出
に
挑
戦
し
て
い
き

ま
す
。

こ
の
姿
勢
を
貫
き
、
期
待
に
応
え
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
お
客
様
か
ら
「
三
井

金
属
に
言
え
ば
、
何
か
考
え
て
く
れ
る
」と
頼
り
に
さ
れ
、

評
価
さ
れ
る
会
社
で
あ
る
と
同
時
に
、
株
主
の
皆
様
を

は
じ
め
と
し
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
か
ら
共
感
を

得
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

製
錬
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

単
独
の
製
錬
所
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
の
で
は
な
く
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
過
程
で
発
生
す
る
中
間
物
を
製
錬
所
間
で
互
い
に
や
り

取
り
し
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
式
。

用
語
解
説

略歴

1980年4月 当社 入社

2010年6月 当社 執行役員財務部長

2011年6月 当社 取締役 兼 常務執行役員
兼 CFO（最高財務責任者）
経営企画部長 兼 財務部長

2014年4月 当社 代表取締役専務取締役 兼 
専務執行役員 兼 CFO（最高財務
責任者）
経営企画部長 兼 金属事業本部
銅事業統括部長

2016年4月 当社 代表取締役社長（現任）
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三
井
金
属
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
彦
島
製
錬
株
式
会
社
の
創
業
は
、

三
井
・
三
菱
と
並
ぶ
大
商
社
だ
っ
た
鈴
木
商
店
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
で
使
わ
れ
る
野
戦
砲
の
材
料
と
な
る
金
属
の
製
錬
を

行
う
た
め
に
日
本
金
属
株
式
会
社
を
設
立
し
た
こ
と
に
遡
り

ま
す
。
日
本
金
属
株
式
会
社
は
、
今
か
ら
1
0
0
年
前
、
亜
鉛

製
煉
工
場
の
水
平
蒸
餾
炉
に
火
を
灯
し
、
彦
島
の
地
（
山
口
県

下
関
市
）
に
お
い
て
亜
鉛
製
錬
を
開
始
し
ま
し
た
。
鈴
木
商
店

は
、
戦
後
恐
慌
に
直
面
し
て
、
1
9
2
7
年
（
昭
和
2
年
）
に

破
綻
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、
1
9
2
8
年
（
昭
和
3
年
）
に

三
井
鉱
山
（
当
社
の
前
身
）
が
事
業
を
譲
り
受
け
、
株
式
会
社

彦
島
製
煉
所
を
設
立
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
財
閥
解
体
に

よ
り
三
井
鉱
山
か
ら
分
離
し
た
当
社
の
彦
島
製
煉
所
と
な
り
、

1
9
8
6
年
（
昭
和
61
年
）
に
当
社
か
ら
分
離
独
立
し
て

現
在
の
彦
島
製
錬
株
式
会
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
1
0
0
年
間
の
彦
島
製
錬
の
歴
史
の
中
で
最
大
の
転
機
と

な
っ
た
の
が
、
創
業
以
来
の
製
錬
方
法
で
あ
る
蒸
留
法
か
ら

電
解
法
へ
の
転
換
で
し
た
。
数
多
く
の
人
手
が
必
要
で
過
酷
な

労
働
環
境
の
水
平
蒸
餾
炉
か
ら
、
近
代
的
で
人
手
が
少
な
く
て

す
む
電
解
法
へ
の
転
換
は
、
生
産
性
も
、
労
働
環
境
も
一
変

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
亜
鉛
電
解
工
場
が
稼
働
を
開
始
し
た
の
が

1
9
7
0
年
（
昭
和
45
年
）
で
す
。
翌
々
年
に
は
岸
壁
の
整
備

が
行
わ
れ
、
大
型
船
舶
が
接
岸
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

生
産
力
は
一
挙
に
高
ま
り
、
1
9
7
3
年
（
昭
和
48
年
）
に
は

電
気
亜
鉛
月
産
7,
0
0
0
t
体
制
を
確
立
し
、
当
社
の
神
岡
や

三
池
な
ど
の
製
錬
所
と
と
も
に
、
亜
鉛
地
金
等
の
生
産
を

通
じ
て
日
本
経
済
の
発
展
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
的
な
環
境
意
識
の
高
ま
り
に
合
わ
せ
て
、
彦
島
製
錬
の

強
み
と
な
る
の
が
、
事
業
の
最
大
の
基
盤
で
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル

製
錬
で
す
。
世
界
に
先
が
け
て
、
電
解
法
亜
鉛
製
錬
の
プ
ロ

セ
ス
に
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
を
直
接
投
入
し
、
亜
鉛
を
回
収
す
る

技
術
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
1
0
0
年
前
に
産
声
を

上
げ
た
亜
鉛
製
錬
の
技
術
を
活
か
し
、
資
源
循
環
を
通
じ
た

社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

西
暦

年
号

彦
島
製
錬
㈱
の
沿
革

1
9
1
5
大
正
4
年

鈴
木
商
店
　
亜
鉛
製
煉
工
場
建
設
着
手
　

日
本
金
属
㈱
設
立

1
9
1
6
大
正
5
年

亜
鉛
製
煉
工
場
完
成
、
水
平
蒸
餾
炉
火
入
れ

1
9
2
8
昭
和
3
年

三
井
鉱
山
㈱
が
事
業
譲
受
　

㈱
彦
島
製
煉
所
発
足

1
9
3
5
昭
和
10
年

三
井
鉱
山
㈱
に
吸
収
　

三
井
鉱
山
㈱
三
池
製
煉
所
彦
島
工
場
発
足

1
9
4
6
昭
和
21
年

㈱
三
池
製
煉
所
か
ら
独
立
　

三
井
鉱
山
㈱
彦
島
製
煉
所
に
な
る

1
9
5
0
昭
和
25
年

三
井
鉱
山
㈱
の
金
属
部
門
を
も
っ
て
神
岡
鉱
業
㈱
を

設
立
、
神
岡
鉱
業
㈱
彦
島
製
煉
所
に
な
る

1
9
5
2
昭
和
27
年

神
岡
鉱
業
㈱
か
ら
三
井
金
属
鉱
業
㈱
へ
商
号
変
更

1
9
7
0
昭
和
45
年

亜
鉛
電
解
工
場
新
設
操
業
開
始

1
9
7
2
昭
和
47
年

大
型
船
舶
接
岸
可
能
な
バ
ー
ス
完
成

1
9
7
3
昭
和
48
年

電
気
亜
鉛
月
産
7,
0
0
0
t
体
制

1
9
7
9
昭
和
54
年

大
型
電
気
亜
鉛
生
産
開
始

1
9
8
6
昭
和
61
年

彦
島
製
煉
所
を
分
離
、
三
井
金
属
鉱
業
㈱
の
1
0
0
％

子
会
社
と
し
て
彦
島
製
錬
㈱
設
立

1
9
9
4
平
成
6
年

亜
鉛
製
錬
で
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
供
用
開
始

2
0
1
6
平
成
28
年

操
業
1
0
0
周
年

CLOSE UP

～蒸留法亜鉛製錬から電解法亜鉛製錬への大転換を経て～

彦島製錬
100年の歩み

彦島製煉全景（昭和38年）

水平蒸餾炉
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6

決算のポイント

セグメント別業績の概況

北米市場における自動車部品の販売が堅調であったものの、
電解銅箔の販売量の減少やLME（ロンドン金属取引所）価格の
低迷等から、売上高は前期比227億円（4.8%）の減収。

損益面では、非鉄金属価格の低迷に伴う在庫要因等の影響に
より、営業利益は前期比206億円（65.0%）の減益。経常損益は、
銅価低迷に伴うチリのカセロネス銅鉱山の減損損失等による
影響があり、前期比323億円の悪化。さらに投資有価証券
売却益等の特別利益、税金費用等を計上した結果、親会社株主に
帰属する当期純損益は前期比381億円の悪化。

第92期については、売上高4,330億円、営業利益210億円、
経常利益140億円、親会社株主に帰属する当期純利益は40億円
を見込み、配当は6円を予定。

億円111
営業利益

（ 前 期 比 65.0 ％ 減 ）

億円112
経常損失

（前期は210億円の経常利益）

億円209
親会社株主に帰属する当期純損失

（前期は172億円の親会社株主に帰属する当期純利益）

億円4,505
売上高

（ 前 期 比 4.8 ％ 減 ）

※各セグメントの売上高および経常損益はセグメント間の内部売上高または振替高を含んでいます。

※ 第92期の業績見込みにつきましては、2016年5月11日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の
業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。

2
POINT

1
POINT

3
POINT

機能材料

金属自動車機器

関連

● 当期のポイント
新興国市場の成長鈍化等による二輪車向け排ガス浄化触媒の

販売量の減少、高機能用途の極薄銅箔の需要低調、
薄膜材料のITOの主要原料であるインジウム価格

の下落に伴う販売価格の低下等により売上高は
減少。経常利益は、インジウム価格の下落に伴
う薄膜材料の在庫要因等の影響により減益。

● 当期のポイント
国内の亜鉛メッキ鋼板向け需要は建材および自動

車向けが低調に推移。加えて亜鉛のLME（ロンドン
金属取引所）価格が総じて下落基調で推移したことから

売上高が減少。非鉄金属価格の下落に伴う在庫要因やカセロ
ネス銅鉱山におけるフル操業体制への遅れ等の影響から経常
損失を計上。

● 当期のポイント
ガソリン価格が低水準を維持していることおよび
米国経済の回復基調を背景に北米市場が堅調に推移
したことから売上高は増加。経常利益も増益。

● 当期のポイント
海外プラント工事の受注環境が低調に推移し、売上高は
減少。経常利益も減少。

売上高
構成比

26.2％

23.1％

21.6％ 29.1％

億円3
経常損失

（前期は127億円の経常利益）
億円1,297

売上高

（ 前 期 比 7.4 ％ 減 ）

億円54
経常利益

（ 前 期 比 7.4 ％ 増 ）
億円1,144

売上高

（ 前 期 比 9.5 ％ 増 ）

億円37
経常利益

（ 前 期 比 69.0 ％ 減 ）
億円1,440

売上高

（ 前 期 比 6.0 ％ 減 ）
億円33

経常利益

（ 前 期 比 31.4 ％ 減 ）
億円1,072

売上高

（ 前 期 比 9.5 ％ 減 ）
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
制
定
、
企
業
価
値
向
上
を
図
る

10月当
社
で
は
、
従
前
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
継
続
的
な
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

2
0
1
5
年
6
月
の
東
京
証
券
取
引
所
に
よ
る

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
の
策
定

を
機
に
、
10
月
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
等
を
定
め
た
「
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
株
主
、
お
客
様
、

従
業
員
、
地
域
社
会
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

皆
様
の
立
場
を
踏
ま
え
た
上
で
、
会
社
の
意
思

決
定
の
透
明
性
・
公
正
性
を
担
保
し
つ
つ
、
こ
れ
を

前
提
と
し
た
会
社
の
迅
速
・
果
断
な
意
思
決
定
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な

企
業
価
値
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

詳
細
は
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2015年

7

今
後
の
IR
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

2
0
1
7
年
3
月
期
　

第
2
四
半
期
決
算
発
表

11月
上旬下旬

第
92
期
上
半
期
報
告
書
発
送

10月

C
S
R
報
告
書
2
0
1
6
公
開

上旬

2016年8月
上旬
2
0
1
7
年
3
月
期
　

第
1
四
半
期
決
算
発
表

ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト

2
0
1
6
公
開

上旬

当
社
1
0
0
％
子
会
社
で
あ
る
神
岡
鉱
業
株
式
会
社
（
以
下
、

「
神
岡
鉱
業
」）
は
、
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
所
長
　
梶
田

隆
章
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
を
祝
し
、
神
岡
鉱
山

坑
内
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
な
ど
の
研
究
施
設

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
拡
大
に
貢
献

彦
島
製
錬
太
陽
光
発
電
施
設
が
稼
働

3月当
社
1
0
0
%
子
会
社
で
あ
る
彦
島
製
錬
株
式
会
社
（
山
口
県

下
関
市
）
の
敷
地
内
に
、

大
規
模
太
陽
光
発
電
施

設
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

を
完
成
さ
せ
、
3
月
25

日
に
稼
働
を
開
始
し
ま

し
た
。

愛
称
を
「
S
O
L
A
R

彦
（
そ
ら
ひ
こ
）」
と
名

付
け
ら
れ
た
当
発
電
施

設
は
、
約
4
0,
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地

坑内仕様の車両贈呈の様子
左が中畑施設長、右が神岡鉱業中山社長

https://www.mitsui-kinzoku.co.jp/toushi/management/governance/

三井金属 コーポレートガバナンス 検索

神
岡
鉱
業
、
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
へ

坑
内
仕
様
の
車
両
を
贈
呈

2月

2016年

研
究
開
発
部
門
の
組
織
を
改
編

研
究
開
発
の
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
目
指
す

4月4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
16
中
計
に
お
い
て
、
機
能
材
料

研
究
所
の
「
10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
」
を
「
蓄
積
さ
れ
た

独
自
コ
ア
技
術
を
成
長
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
つ
な
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
独
創
的
な
新
商
品
・
新
技
術
を
生
み
出
し
続
け
る

組
織
」
と
定
め
、
研
究
開
発
部
門
の
組
織
を
改
編
・
強
化
し

ま
し
た
。
16
中
計
で
は
研
究
開
発
の
更
な
る
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

彦島製錬太陽光発電施設

へ
の
移
動
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
2
月
25

日
に
神
岡
鉱
業
か
ら
同

研
究
所
附
属
神
岡
宇
宙

素
粒
子
研
究
施
設
に
対

し
て
鉱
山
内
に
乗
り
入

れ
可
能
な
装
備
を
施
し

た
自
動
車
２
台
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
東
京
大
学

宇
宙
線
研
究
所
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念

し
ま
す
。

に
、
9,
2
8
4
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。
総

出
力
数
約
2
M
W
（
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
と
な
り
、
年
間
予
想
発

電
量
は
、
一
般
家
庭
6
7
0
世
帯
分
の
年
間
消
費
電
力
に
相

当
す
る
約
2
5
0
万
k
W
h
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

三
井
金
属
グ
ル
ー
プ
は
、
近
年
、
地
熱
発
電
、
水
力
発
電
と

い
っ
た
純
国
産
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
運
営
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号
TEL:03-5437-8240

総務部
環境に配慮した FSCⓇ認証紙と植物油インキを使用しています。

株式の状況（2016年 3月 31日現在）

会社概要（2016年 3月 31日現在）

商 号	 三井金属鉱業株式会社

（Mitsui Mining & Smelting Co., Ltd.）

［呼称：三井金属／MITSUI KINZOKU］

発行可能株式総数	 1,944,000,000株

発行済株式総数 572,966,166株

株主数 48,286名

所有者別株式分布状況

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
CBNY-ORBIS SICAV 31,959 5.59
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 31,764 5.56
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 28,977 5.07
全国共済農業協同組合連合会 13,729 2.40
三井金属社員持株会 12,422 2.17
CBNY-ORBIS FUNDS 10,176 1.78
J.P. MORGAN WHITEFRIARS INC. LONDON BRANCH 10,048 1.75
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 6,949 1.21
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4） 6,902 1.20
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 6,656 1.16
※持株比率は自己株式（1,855,397 株）を控除して計算しております。
※記載持株数は、千株未満を切捨てて表示しております。

大株主（上位10名） 

本 店 東京都品川区大崎一丁目11番1号

設 立 1950年5月1日

資 本 金 42,129百万円

従業員数 連結　11,132名

単体　  1,663名

当社ホームページでは、最新のニュースやＩＲ情報など当社をご理解いただくための様々な情報を提供しております。
ホームページのご案内

株主・投資家情報

「個人投資家の皆さまへ」では、事業
内容や専門用語の解説、株式事務
手続きなどの情報
をまとめてご紹介
しています。

http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/

三井金属 検索

株主メモ
定時株主総会の議決権の基準日 3月31日
期末配当の基準日 3月31日
中間配当の基準日 9月30日
定時株主総会 6月下旬

株主名簿管理人・特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社

同連絡先
　〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　 0120-782-031

公告の方法
電子公告とする。

（http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/）
ただし、事故その他やむをえない事由によって電子公告をすることができない場合は、
東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行う。

〈	株式事務のお取扱い	〉
1.	未払配当金の支払いのお申出先

左記三井住友信託銀行にお申し出ください。
2.	住所変更、単元未満株式買取等のお申出先
　	①証券会社の口座へ株式をお預けになられている株主様は、お取引のある証券会社に

お申し出ください。
　	②証券会社の口座へ株式をお預けになられていない（特別口座に記録されている）株主様は、

左記三井住友信託銀行にお申し出ください。

■ 個人・その他　37.98％

■ 外国法人等　27.04％

■ その他の国内法人　4.02％

■ 証券会社　3.13％
■ 金融機関　27.51％

■ 自己株式　0.32％
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